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の೥平ۉ気温とஆかさのࢦ਺についてҢ度とのؔ܎を図 -�
にࣔした。ここでஆかさࢦ਺とは，݄平ۉ気温から 5ˆを
ࠩしҾいて �೥（�� か݄）を積ࢉした஋である。೥平ۉ気
温，ஆかさࢦ਺ともにҢ度とۃΊて高い૬ؔをࣔした。なお，
調査地の֤調査೥࣍における平ۉ気温はද -� にࣔす通り，
�978 ೥に比΂て �98�，�98� ೥はྫྷՆであった。

Ҏ߱ͷܭը
。の߲目についてऔり上͛る༧定である࣍以降߸࣍
草ܕ，᜖ɾ༿のܗঢ়， ɾึখึのܗঢ়，ૣ൩ੑ，ൃ芽ಛੑ，
生育ಛੑ，温度൓Ԡ，ஆ地における種間ࠩҟ。
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ྩ࿨�೥࢈ɹݪྉ༻͹Ε͍͠ΐɾݪྉ༻͔Μ͠ΐɾ
ͯΜさ͍ɾさͱ͏͖ͼのੜ࢈අ

౷計σーλから

ද　ྩ࿨̏೥ݪ　࢈ྉ༻͹Ε͍͠ΐɾݪྉ༻͔Μ͠ΐɾͯΜ͍͞ɾ͞と͏͖ͼ生࢈අ

ྩ࿨ �೥࢈の �� ̰当たりの生࢈අ（ࢿຊརࢠɾ地୅શֹ
ྉ༻かΜしΐݪ地とする࢈ೖ）をΈると，九州ɾ沖縄をओࢉ
�56
6�6 ԁ，さと͏͖ͼ ��9
��� ԁにରして，๺ւಓをओ࢈
地とするてΜさい ��8
�7� ԁ，ݪྉ༻͹れいしΐ ���
��� ԁ
と，લऀの生࢈අが高い。
この傾向をܦӦ֓گからΈると，̍ܦӦ体当たりの࡞෇໘積

については，さと͏͖ͼ ����� ྉ༻かΜしΐݪ，̰ ��5�� ̰
にରして，てΜさい，ݪྉ༻͹れいしΐはͦれͧれ 8���5 ̰，
6�6�� ̰と 5ʙ 6ഒも࡞෇ن໛がେ͖い。Ճえて，�� ̰当た

り࿑ಇ時間については，ݪྉ༻かΜしΐ 57��� 時間，さと͏
͖ͼ �7�67 時間は，てΜさい ���9� 時間，ݪྉ༻͹れいしΐ
8�65 時間に比΂てよりଟくの࿑ྗをཁしている。
したがって，ݪྉ༻かΜしΐ，さと͏͖ͼは �� ̰当たり

のඅ༻の͏ͪで，࿑ಇඅの઎Ίるׂ合が最も高く，ͦれͧれ
56ˋ，�5ˋを઎Ίている。一ํ，ݪྉ༻͹れいしΐでは農機
۩අ，てΜさいでは肥ྉඅの઎Ίるׂ合が最も高い。
また，農業ༀࡎඅはԡしな΂て෺ࡒඅの �5ˋを઎Ίている

が，さと͏͖ͼは΍΍低く��ˋఔ度となっている。ɹɹ（,��0）
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ࡻࡋࢇ࠿⏝ 57.41 ᫬間㸪ࡧࡁ࠺࡜ࡉ 37.67 ᫬間ࡣ㸪࡚ ࠸ࡉࢇ 10.93 ᫬間㸪ཎᩱ⏝ࡻࡋ࠸ࢀࡤ

8.65 ᫬間࡟ẚࡾࡼ࡚࡭ከࡢࡃປຊࢆせࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ࡣࡧࡁ࠺࡜ࡉ㸪ࡻࡋࢇ࠿⏝㸪ཎᩱ࡚ࡗࡀࡓࡋ 10㹟ᙜ࡛ࡕ࠺ࡢ⏝㈝ࡢࡾࡓ㸪ປാ㈝ࡢ༨ࡵ
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ල㈝㸪࡚ࡣ࡛࠸ࡉࢇ⫧ᩱ㈝ࡢ༨ࡿࡵ๭ྜࡶ᭱ࡀ㧗ࠋ࠸ 

ࡢ㈝㈈≀࡚࡭࡞ࡋᢲࡣ㈝㸪㎰ᴗ⸆๣ࡓࡲ 15㸣ࢆ༨ࡀࡿ࠸࡚ࡵ㸪ࡸࡸࡣࡧࡁ࠺࡜ࡉపࡃ 10㸣
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4�% ఍ੑ߅ώσϦίͷ調ࠪ　��

͸͡Ίに

."%"の೤研νーϜに合ྲྀして間もなく，)P�/BJ�,JO さ
Μがୈ �ᕲᕱ地۠（Ϝμ平໺のೆ੢෦）に調΂て΄しい草
があるとい͏ので，�99� ೥ୈೋ࡞（雨࡞ق）にͦのݱ地で
ある(VMBV ଜの水ాに࿈れていってもらった。ͦこではώ
デリί（ F imb ristylis miliacea� 	-�
�7BIM�）が目ཱってଟかっ
た（図 -�）。ώデリίは日ຊでも水ాܣ൞΍ࡍܣでී通にݟ
られるΧϠπリάαՊの一೥生ࡶ草で，機ց移২（ശ育බ）
がීٴするલはබ୅の໽հなࡶ草ͩった。མ水৚݅を޷Έ५
土৚݅でଟൃするので，೤ଳΞδΞの५土直播࠿ഓではΠψ
ϏΤ，ίώϝϏΤ，ΞθΨϠ，ίΰϝΨϠπリ等とฒΜで上
Ґेࢦ以಺にೖるओཁ水ాࡶ草である。Ϝμ平໺でもこの地
Ҭでಛにώデリίが増えているとのことͩった。ΧϠπリ
άαՊࡶ草の๷আには �
�-% が長೥޿く࢖༻されていたが，
この地のώデリίは �
�-% のඪ準ྔの 6ഒでも๷আで͖な
かったよ͏ͩ（)P��99�）。."%"のґཔをडけて，このώ
デリίのআ草ײࡎडੑを࣮験的に明らかにすることと，఍߅
ੑόΠΦタΠϓのϜμ平໺での分෍を調΂ることがࢲの研究
ςーϚの一つになった。

地Ͱͷฉ͖औΓௐࠪݱ

(VMBV ଜでのこれまでのώデリί࢒草のܦҢを஌るたΊ
に，."%"におئいして �99� ೥ 9 ݄に農ຽ΁のฉ͖औり
調査の場をઃ定してもらった（図 -�）。ूまってもらった農
ຽたͪの࿩をཁ໿すると࣍のよ͏になる。

直播࠿ഓのීٴがਐΉ �988 ೥ࠒまでは，ώデリίはͦれ
΄Ͳ๷আしにくいࡶ草ではなかった。当時のࡶ草๷আは，移
২࠿ഓでは移২後 �5ʙ �5 日後，直播࠿ഓでは播種後 ��ʙ
�� 日後に，�
�-% を �LH�B�J��IB લ後のༀྔでॲཧするのが
一ൠ的であり，これでώデリίも๷আで͖ていた。とこΖが，
�989 ೥ୈ一࡞に"さΜの水ాで �
�-% δϝνϧΞϛンॲཧ
後にώデリίが࢒草したので，ͦのώデリίにରして �ճ
目のॲཧとして �
�-% の � ഒྔをࢄ෍したが，ͦれでも෦
分的にރれたͩけでଟくは࢒草した。ଓく �989 ೥ୈೋ࡞と
�99� ೥ୈ一࡞でも"さΜは �
�-% ϒνϧΤεςϧ΍ �
�-%
δϝνϧΞϛンをͦれͧれの推঑されているༀྔをࢄ෍した
が，Ͳͪらも΄とΜͲ効果がなかった。�99� ೥ୈೋ࡞には
�
�-% を推঑ༀྔの �ഒྔをࢄ෍したとこΖ，ώデリίには
効果がなかったが水Ҵはআ草ࡎによるμϝーδをडけて低ऩ
ͩった。#さΜも，�
�-% を �ʙ �ഒྔॲཧしてもώデリί
が࢒草し，水Ҵのμϝーδはେ͖かったと࿩しておられた。
この時点で，(VMBV ଜでは �5IB を௒える水ాで �
�-% が
効かないώデリίがൃ生していたよ͏ͩ。一ํで，�99� ೥
からϓϨνϥクϩーϧೕࡎ（঎඼ ɿ໊4PpU）を͏࢖よ͏になっ
た農ຽの࿩では，このࡎはώデリίによく効いたよ͏ͩ。

2
4�% δϝνϧΞϛϯにର͢るײडੑ

(VMBV ଜでのฉ͖औり調査の後，同೥ �� ݄に."%"ຊ
෦から਺ LN཭れたとこΖにあるτϨーχンάセンター（農
業ٕज़ීٴのたΊの研मॴ）のෑ地಺に場ॴをआりて，ͦこ
でώデリίの�
�-%にରするༀྔ൓Ԡを調΂るたΊの試験を

�
��%఍ੑ߅ώσϦίのௐࠪ ެӹஂࡒ๏ਓ೔ຊ২෺ௐઅڠڀݚࡎձ
ٕज़ސ໰

౉ᬑ　໌׮

図 -1　Ϝμ平໺の (VMBV ଜの水ాͰൟໜし͍ͯたώσリί

（4）

図 -2　ฉ͖औΓௐࠪのたΊに (VMBV ଜの೶ຽのօさΜにू·っͯ΋らった
図‐ϭ Ϟξฑ໼͹'ulauଞ͹ਭీͲൡໞ͢ͱ͏ͪϐυϨα 図‐Ϯ 聞き取り調査のために'ulau村の農⺠の皆さんに集まってもらった
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࣮施した。日ຊで࢖っているよ͏なϫάωϧϙοτはແかっ
たので，ࡶ՟ళでߪೖしたϓϥενοクόέπ（����ᶷ º
���N）を試験ϙοτの୅Θりにした。ϓϥενοクόέπ
に(VMBV ଜのώデリίଟൃ水ాのߞ土を٧Ίて୅か͖を行
い，ͦこからࣗવൃ生するݸ体を試験ର৅にした。また，ώ
デリίが �
�-% で༰қに๷আで͖るୈ �ᕲᕱ地۠ 5JUJ�#BUV
ଜの水ాߞ土を࠾औして，ͦこからൃ生するώデリίも比較
ରরとして試験に༻いた。୅か͖後はམ水（५土）あるいは
͝くઙ水ঢ়ଶで؅ཧしてຊ種の出芽と生育をଅした。୅か͖
��日後には，ϙοτ当たり ��ʙ �� 体が出芽し，草丈はݸ
໿ �8DNと比較的揃っていたので間Ҿ͖等によるݸ体਺調
੔は行Θͣ，�
�-% δϝνϧΞϛンを �� ஈ֊のༀྔ（ඪ準
ྔの ��6� ʙ ��8 ഒ，֤ ॲཧ �൓෮）でॲཧした。ͦの݁果，
(VMBV ଜと 5JUJ�#BUV ଜの土壌から出芽したώデリίのༀྔ
൓Ԡには明ྎなҧいがೝΊられた（図 -�）。ॲཧ後 �6 日目
に調査した࢒ଘຊ਺にͮجいてࢮރ率（出芽ݸ体਺にରする

体਺のׂ合）をࣔしたのが図ݸࢮރ -� である。(VMBV ଜの
ώデリίは 5JUJ�#BUV ଜのώデリίよりも൒਺கࢮ （ྔ-%5�）
が໿ �9 ഒも高かった（図 -�）。なお，྆ऀのখึ΍Ֆংの
られなかった（図ݟଶにҧいはܗ -5）。

ͦͷଞͷআ૲ࡎにର͢る൓Ԡ

(VMBV ଜのώデリίを �
�-% ఍ੑ߅όΠΦタΠϓ，5JUJ�
#BUV ଜのώデリίをײडੑόΠΦタΠϓとして，ܕࡎのҧ
い΍ଞのআ草ࡎにରする൓Ԡも調΂ることにした。ڙ試し
たআ草ࡎは �
�-% δϝνϧΞϛン，�
�-% ΠιϒνϧΤες
ϧ，�
�-% ΤνϧΤεςϧ，�
�-% φτリ΢ϜԘ，.$1"Τ
νϧΤεςϧ，.$1"φτリ΢ϜԘ，ϓϩύχϧ，ύϥίー
τ，άϧϗγωーτΞンϞχ΢Ϝである。ڙ試ࡎがଟいので
�99�೥�݄から6݄にかけて，�ճに分けて試験を࣮施した。
ઌの試験と同様にϓϥενοクόέπを༻い，ώデリίの草
丈が໿ �5DNになった時期（୅か͖໿ �か݄後）に֤আ草
のඪ準ༀྔ，�ഒྔ，8ഒྔをॲཧした（֤ॲཧࡎ �൓෮）。
ॲཧ �7 日後の草丈৳長でධՁすると，�
�-% ΤνϧΤες
ϧをআ͖，�
�-% およͼ.$1は఍ੑ߅とײडੑのόΠΦタ
Πϓのҧいは明ྎであったのにରし，ϓϩύχϧ，ύϥίー
τ，άϧϗγωーτΞンϞχ΢Ϝにରする൓ԠにόΠΦタΠ
ϓによるҧいはೝΊられなかった（ද -�，ද -�）。
なお，�
�-% ఍ੑ߅ώデリίの๷আにؔして，あるձࣾの
ํからలணࡎを͏まく͏࢖ことで �
�-% でも๷আで͖ない
かとのఏҊをいたͩいたが，ͦれについては時間のؔ܎もあ
りऔり૊Ίなかった。この場をおआりしてお࿳ͼしたい。

఍ੑ߅όΠΦタΠϓͷ分෍

�99� ೥ୈ一࡞にϜμ平໺でϥンμϜにબ୒した 99 地点
でଟ਺のώデリίを֬ೝした֤ �ຕの水ాと(VMBV ଜの水
ా �ຕを合Θͤて，合ܭ ��� ຕの水ాから土壌を࠾औした。
同೥ 9݄に࠾औ土壌をϓϥενοクόέπに٧Ί，୅か͖
後にࣗવൃ生したݸ体に，通常であれ͹間ҧいなくࢮރする
であΖ͏ �
�-% δϝνϧΞϛンのඪ準ྔの໿ �ഒྔにあた

図 -�　2
4-% δϝνϧΞϛンॲཧ後 26 日໨のώσリί࢒草ঢ়گʢ8BUBOBCF FUņBM � 1��7 ΑΓʣ
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࣮施した。日ຊで࢖っているよ͏なϫάωϧϙοτはແかっ
たので，ࡶ՟ళでߪೖしたϓϥενοクόέπ（����ᶷ º
���N）を試験ϙοτの୅Θりにした。ϓϥενοクόέπ
に(VMBV ଜのώデリίଟൃ水ాのߞ土を٧Ίて୅か͖を行
い，ͦこからࣗવൃ生するݸ体を試験ର৅にした。また，ώ
デリίが �
�-% で༰қに๷আで͖るୈ �ᕲᕱ地۠ 5JUJ�#BUV
ଜの水ాߞ土を࠾औして，ͦこからൃ生するώデリίも比較
ରরとして試験に༻いた。୅か͖後はམ水（५土）あるいは
͝くઙ水ঢ়ଶで؅ཧしてຊ種の出芽と生育をଅした。୅か͖
��日後には，ϙοτ当たり ��ʙ �� 体が出芽し，草丈はݸ
໿ �8DNと比較的揃っていたので間Ҿ͖等によるݸ体਺調
੔は行Θͣ，�
�-% δϝνϧΞϛンを �� ஈ֊のༀྔ（ඪ準
ྔの ��6� ʙ ��8 ഒ，֤ ॲཧ �൓෮）でॲཧした。ͦの݁果，
(VMBV ଜと 5JUJ�#BUV ଜの土壌から出芽したώデリίのༀྔ
൓Ԡには明ྎなҧいがೝΊられた（図 -�）。ॲཧ後 �6 日目
に調査した࢒ଘຊ਺にͮجいてࢮރ率（出芽ݸ体਺にରする

体਺のׂ合）をࣔしたのが図ݸࢮރ -� である。(VMBV ଜの
ώデリίは 5JUJ�#BUV ଜのώデリίよりも൒਺கࢮ （ྔ-%5�）
が໿ �9 ഒも高かった（図 -�）。なお，྆ऀのখึ΍Ֆংの
られなかった（図ݟଶにҧいはܗ -5）。

ͦͷଞͷআ૲ࡎにର͢る൓Ԡ

(VMBV ଜのώデリίを �
�-% ఍ੑ߅όΠΦタΠϓ，5JUJ�
#BUV ଜのώデリίをײडੑόΠΦタΠϓとして，ܕࡎのҧ
い΍ଞのআ草ࡎにରする൓Ԡも調΂ることにした。ڙ試し
たআ草ࡎは �
�-% δϝνϧΞϛン，�
�-% ΠιϒνϧΤες
ϧ，�
�-% ΤνϧΤεςϧ，�
�-% φτリ΢ϜԘ，.$1"Τ
νϧΤεςϧ，.$1"φτリ΢ϜԘ，ϓϩύχϧ，ύϥίー
τ，άϧϗγωーτΞンϞχ΢Ϝである。ڙ試ࡎがଟいので
�99�೥�݄から6݄にかけて，�ճに分けて試験を࣮施した。
ઌの試験と同様にϓϥενοクόέπを༻い，ώデリίの草
丈が໿ �5DNになった時期（୅か͖໿ �か݄後）に֤আ草
のඪ準ༀྔ，�ഒྔ，8ഒྔをॲཧした（֤ॲཧࡎ �൓෮）。
ॲཧ �7 日後の草丈৳長でධՁすると，�
�-% ΤνϧΤες
ϧをআ͖，�
�-% およͼ.$1は఍ੑ߅とײडੑのόΠΦタ
Πϓのҧいは明ྎであったのにରし，ϓϩύχϧ，ύϥίー
τ，άϧϗγωーτΞンϞχ΢Ϝにରする൓ԠにόΠΦタΠ
ϓによるҧいはೝΊられなかった（ද -�，ද -�）。
なお，�
�-% ఍ੑ߅ώデリίの๷আにؔして，あるձࣾの
ํからలணࡎを͏まく͏࢖ことで �
�-% でも๷আで͖ない
かとのఏҊをいたͩいたが，ͦれについては時間のؔ܎もあ
りऔり૊Ίなかった。この場をおआりしてお࿳ͼしたい。

఍ੑ߅όΠΦタΠϓͷ分෍

�99� ೥ୈ一࡞にϜμ平໺でϥンμϜにબ୒した 99 地点
でଟ਺のώデリίを֬ೝした֤ �ຕの水ాと(VMBV ଜの水
ా �ຕを合Θͤて，合ܭ ��� ຕの水ాから土壌を࠾औした。
同೥ 9݄に࠾औ土壌をϓϥενοクόέπに٧Ί，୅か͖
後にࣗવൃ生したݸ体に，通常であれ͹間ҧいなくࢮރする
であΖ͏ �
�-% δϝνϧΞϛンのඪ準ྔの໿ �ഒྔにあた
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౉ᬑɿϚϨʔγΞͰͷ調ࠪڀݚͷ͍ࢥग़ʢ4ʣ�
4�% ఍ੑ߅ώσϦίͷ調ࠪ　��

る ���7�H�B�J��ᶷをॲཧし，生͖࢒ったݸ体があれ͹ͦれを
఍ݻੑ߅体と൑அした。ͦの݁果，��� かॴの水ాの͏ͪ
95 かॴの水ా土壌から出芽したώデリίはશてײडੑタΠ
ϓであり，఍ੑ߅όΠΦタΠϓがೝΊられたのは(VMBV ଜ
を含ΉΘͣか 5かॴの水ాͩけͩった（図 -6）。すなΘͪ，
ຊ種の �
�-% ఍ੑ߅όΠΦタΠϓのϜμ平໺での分෍は͝
く一෦の地点にݶられていたことになる。
一ํで，(VMBV ଜ಺での఍ੑ߅のまΜԆঢ়گを調΂るた

Ίに，�99� ೥ୈೋ࡞にଜ಺ 7�ຕの水ాから土壌を࠾औし，
上هと同͡ํ๏で఍ݻੑ߅体の༗ແを調査した。ͦの݁果，
69 ຕの水ా土壌から఍ݻੑ߅体が出芽し，出芽ݸ体਺にର
する఍ݻੑ߅体のׂ合は �ʙ 96�と水ాຖにେ͖くҟなっ
ていた（図 -7）。Ϝμ平໺શ体でΈるとຊ種の �
�-% ఍ੑ߅
は一෦地Ҭͩけの໰୊であるが，ൃ生地۠ではେ෦分の水ా
が఍ੑ߅όΠΦタΠϓに৵されていることが分かる。以上の
試験݁果をडけて，�
�-% ఍ੑ߅όΠΦタΠϓൃ生地۠には

cm cm cm

2,4-Dジメチルアミン Gulau村 抵抗性 27.2 ** 26.6 ** 24.3 **

（標準薬量：0.087g a.i./㎡） Titi Batu村 感受性 0.0 0.0 0.0

2,4-DイҰӉチルエステル Gulau村 抵抗性 23.6 NS 28.2 * 24.7 **

（標準薬量：0.068g a.i./㎡） Titi Batu村 感受性 29.5 4.4 0.0

プӠӄҾル Gulau村 抵抗性 26.1 NS 15.6 NS 7.0 NS

（標準薬量：0.035g a.i./㎡） Titi Batu村 感受性 34.7 14.7 0.0

ӄӜコ̷һ Gulau村 抵抗性 27.0 NS 19.5 NS 0.0 NS

（標準薬量：0.032g a.i./㎡） Titi Batu村 感受性 30.8 22.7 0.0

ңルӎҪӀ̷һアンӕҾҙӓ塩 Gulau村 抵抗性 32.1 NS 33.0 NS 0.0 NS

（標準薬量：0.024g a.i./㎡） Titi Batu村 感受性 41.0 40.9 0.0

** 1%水準で有意差あり　　* 5%水準で有意差あり　　NS 有意差なし （Watanabe et al.  1996より）

代かき：1993年1月28日　除草剤処理：同年2月24日（処理時のヒデリコ草丈は約15cm）

න-1ɻ֦झঈ૴ࡐॴཀྵ��ೖޛ͹ϐυϨα૴৐ʤ̏ʥ

標準薬量 2倍量 8倍量

処理薬量
供試除草剤

供試系統
の採取地

バイオタイプ

表�1　֤種আ草ࡎॲཧ 27 日後のώσリί草丈ʢ̍ʣ

cm cm cm

2,4-Dジメチルアミン Gulau村 抵抗性 22.1 ** 26.6 * 22.0 **

（標準薬量：0.087g a.i./㎡） Titi Batu村 感受性 4.9 10.5 5.5

2,4-Dエチルエステル Gulau村 抵抗性 22.7 NS 20.2 NS 7.6 NS

（標準薬量：0.051g a.i./㎡） Titi Batu村 感受性 28.5 24.9 4.2

MCPAエチルエステル Gulau村 抵抗性 21.9 NS 19.1 NS 16.9 *

（標準薬量：0.042g a.i./㎡） Titi Batu村 感受性 29.3 13.7 0.8

2,4-D Na塩 Gulau村 抵抗性 24.0 NS 24.2 * 20.9 *

（標準薬量：0.062g a.i./㎡） Titi Batu村 感受性 13.1 12.8 9.8

MCPA Na塩 Gulau村 抵抗性 21.1 ** 18.7 ** 0.0 NS

（標準薬量：0.043g a.i./㎡） Titi Batu村 感受性 6.0 0.0 0.0

** 1%水準で有意差あり　　* 5%水準で有意差あり　　NS 有意差なし （Watanabe et al.  1996より）

代かき：1993年5月30日　除草剤処理：同年6月26日（処理時のヒデリコ草丈は約15cm）

න-�ɻ֦झঈ૴ࡐॴཀྵ��ೖޛ͹ϐυϨα૴৐ʤ̐ʥ

供試除草剤
供試系統
の採取地

バイオタイプ
処理薬量

標準薬量 2倍量 8倍量

表�2　֤種আ草ࡎॲཧ 27 日後のώσリί草丈ʢ̎ʣ
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2,4-D 以外の有効な除草剤の使用を指導することとなった。
これらの結果は，クアラルンプールで開催されたマレーシア
植物保護学会で口頭発表し（Watanabe et al. 1994），帰国
後に雑草研究に論文投降した（Watanabe et al. 1997）。

マレーシアの水田で確認された除草剤抵抗性雑草に
は，前任の伊藤一幸さんがナンゴクオモダカ（Sagittaria 

guayanensis H.B.K. Val.）でスルホニルウレア系除草剤抵抗
性を確認され（伊藤ら 2000），後任の中山壮一さんがキバ
ナオモダカ（Limnocharis flava (L.) Buychenau）で 2,4-D と
スルホニルウレア系除草剤に対する複合抵抗性を確認された

（中山ら 1999）。ずいぶん遡るが，フィリピンでは 2,4-D 抵
抗性ナガボノウルシ（Sphenoclea zeylanica Gaertn.）の報告
もある（Migo et al. 1986）。数ある除草剤のなかで，植物ホ
ルモン作用を示す 2,4-D は，生合成系の酵素をターゲット
とする ALS 阻害剤や ACCase 阻害剤のように頻度高く抵抗
性雑草が選抜されるような成分とは考えられていない。それ
でも，長年にわたりそればかりを使い続けると抵抗性バイオ
タイプが選抜される。Gulau 村の 2,4-D 抵抗性ヒデリコも
このことを示す事例の一つである。
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図‐6 ムダ平野全域における2,4‐D抵抗性ヒデリコの分布
（Watanabe et al. 1997より）

■ 抵抗性バイオタイプが認められた（5か所）
〇 抵抗性バイオタイプが認められなかった（95か所）

図 -6　ムダ平野全域における 2,4‐D 抵抗性ヒデリコの分布
　　　　　　（Watanabe et al.  1997 より）
　　　　■抵抗性バイオタイプが認められた（5 か所）
　　　　〇 抵抗性バイオタイプが認められなかった（95 か所）

Gulau村での抵抗性まん延調査

抵抗性固体⽔⽥の数
0〜10% 17
10〜20% 12
20〜30% 17
30〜40% 10
40〜50% 6
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60〜70% 1
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80〜90% 1
90〜100% 1
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ヒデリコ総出芽数に対する抵抗性個体の割合

図‐7 Gulau村にお⽔⽥における抵抗性個体の割合（Watanabe et al. 1996より）
*村内70枚の⽔⽥を調査した

図 -7　Gulau 村にお⽔⽥における抵抗性個体の割合
　　　　　　　　（Watanabe et al.  1996 より）
　　　　　　　　* 村内 70 枚の⽔⽥を調査した




